
 

会 議 名 第１１回中央区支え合いのしくみづくり会議 

開催日時 令和 6年 7月 26 日（金）  午後 2時 00 分 ～ 午後 3時 30 分 

会   場 中央区役所 ５階 対策室１・２ 

出席委員 

中央区自治協議会委員、中央区コミュニティ協議会連絡会会長、中央区老人クラブ連合会

会長、コープデリにいがたくらしの助け合いの会代表、新潟市シルバー人材センター福

祉・介護サービス室室長、中央区社会福祉協議会会長、地域包括支援センター関屋・白新

管理者、地域包括支援センターふなえ管理者、地域包括支援センター宮浦東新潟管理者、

地域包括支援センター山潟管理者、支え合いのしくみづくり委託法人（恩賜済生会特別養

護老人ホーム康和園）、支え合いのしくみづくり推進員３名、中央区役所健康福祉課 

事 務 局 中央区社会福祉協議会 

主  な 

議事内容 

【実施内容】 

中央区 
・コロナ禍の振り返り（住民主体の活動「居場所」「生活支援」） 

・情報交換「各団体の取り組みの現状」 

関屋・白新 
・令和５年度活動報告 ・有償ボランティア今季活動報告 

・通院サービスについて（買い物支援への検討） 

寄居・新潟柳都 
・チームオレンジINしもまち 

認知症カフェの運営、はいかい訓練の計画と実施等 

宮浦・東新潟 
・令和５年度の圏域の動向、他圏域の情報 

・今後のしくみづくり会議の進め方 

鳥屋野・上山 ・支え合い仕組みづくり推進員活用方法 ・情報交換 

山潟 
・令和５年度活動報告 ・山潟コミュニティハウスの概要 

・情報交換と今後の取り組み ・新しい推進員の選出について 

（１） 報告 「日常生活圏域（２層）の協議体報告」 

（２）協議 「マンションに居住する方の支援について」 

（委員からの主な意見・感想） 

・マンションごとに特徴があり、自治会や管理組合とのつながりづくりは必要であると考

えられる。（個と専門職をつなぐ存在） 

・マンション独自の仕組みの中で地域との関わりの接点を見出していく必要がある。 

・マンションには地域の情報が届きにくいケースがある、加えて地域と関りを持ちたくな

いという意識を持っている居住者もいる。 

（事務局コメント） 

 各圏域の生活支援コーディネーターから活動報告を受け、それぞれの地域が抱える課題

や、活動の方向性を理解することができた。 

 一方で、マンションに居住する方への支援に関しては、「管理実態の把握」・「つ 

ながることの難しさ」等の支援に向けた様々な課題が挙げられた。 

挙げられた課題の解決も踏まえて、今後の地域包括ケアシステムの推進及び地域共生社

会の実現に向けての取り組みを期待したい。 

資料 報２ 


